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街頭での署名活動（1．18、札幌三越前）

一
人
十
筆
の
完
遂
を

東
京
都
知
事
選
挙
　
（
二
月

九
日
投
開
票
）
　
で
原
発
問
題

が
最
大
の
争
点
に
浮
上
し
た

こ
と
か
ら
、
東
京
に
お
い
て

脱
原
発
の
声
が
高
ま
り
を
見

せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
東
京

ロ
ー
カ
ル
の
動
き
に
と
ど
め

ず
、
全
国
で
呼
応
し
て
脱
原

発
の
声
を
上
げ
る
こ
と
が
安

倍
政
権
の
原
発
推
進
政
策
を

軌
道
修
正
さ
せ
る
上
で
、
大

変
重
要
だ
と
言
え
ま
す
。

こ
う
し
た
申
、
北
教
組
が

昨
年
来
と
り
く
ん
で
き
た
、

高
橋
知
事
に
泊
原
発
の
再
稼

働
を
容
認
し
な
い
こ
と
な
ど

を
求
め
る
「
原
発
の
な
い
北

海
道
の
実
現
を
求
め
る
『
全

道
一
〇
〇
万
人
』
署
名
」
　
の

最
終
集
約
日
（
二
月
二
十
六

日
）
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
目

標
署
名
数
は
各
組
合
員
十

筆
。
ま
だ
達
成
し
て
い
な
い

に
方
は
是
非
達
成
を
、
既
に

達
成
し
て
い
る
方
も
あ
と
一

声
、
知
人
・
友
人
に
よ
び
か

け
て
く
だ
さ
い
。

署
名
が
ん
ば
ろ
う
集
会

一
月
十
八
日
に
は
札
幌
市

内
の
か
で
る
2
・
7
で
　
「
全

道
一
〇
〇
万
人
署
名
を
が
ん

ば
ろ
う
！
　
さ
よ
う
な
ら
原

発
北
海
道
集
会
」
が
開
か
れ
、

六
〇
〇
人
の
市
民
・
組
合
員

が
集
ま
り
ま
し
た
。

集
会
で
は
慶
應
大
学
教
授

の
金
子
勝
さ
ん
（
写
真
）
が

「
原
発
は
火
力
よ
り
も
高
い
」

と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

金
子
教
授
は
、
「
原
発
に
反
対

す
る
人
た
ち
は
ま
じ
め
だ
か

ら
、
『
経
済
成
長
を
犠
牲
に
し

て
も
命
が
大
事
』
　
と
言
う

が
、
そ
れ
で
は
ゼ
ニ
カ
ネ
の

世
の
中
を
変
え
ら
れ
な
い
。

原
発
を
や
め
な
い
と
世
界
の

技
術
革
新
に
取
り
残
さ
れ
る

し
、
や
め
る
こ
と
が
経
済
成

長
に
つ
な
が
る
」
な
ど
と
説

き
ま
し
た
。

第
五
十
七
回
董
啓
教
員
部

費
員
会
が
十
二
月
十
六
日
に

行
わ
れ
、
十
九
支
部
の
代
議

員
二
十
八
各
と
傍
聴
四
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
譲
案
の
提

案
の
中
で
」
健
康
診
断
票
の

目
的
外
使
用
の
問
題
、
集
団

フ
ッ
素
洗
ロ
に
対
す
る
と
り

く
み
状
況
や
問
題
点
、
新
採

用
者
へ
の
対
応
、
ま
た
、
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に

義
認
教
戴
聾
会
」

つ
い
て
道
教
委
・
厚
労
省
に

対
す
る
中
止
要
請
書
提
出
な

ど
、
北
教
組
の
様
々
な
と
り

く
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
・
要
望
と
し
て
は
、

フ
ッ
素
洗
口
を
考
え
る
市
民

集
会
開
催
や
、
本
部
主
催
の

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
講
座
に

義
教
部
対
象
の
内
容
が
設
置

さ
れ
る
よ
う
強
く
声
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

と
し
て
の
エ
ビ
ペ
ン
使
用
や

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
、
現
状
報
告
や
資

料
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

討
論
の
中
で
は
、
健
康
日

本
2
1
に
関
わ
っ
て
健
康
診
断

結
果
を
行
政
か
ら
求
め
ら
れ

る
現
状
や
、
集
団
フ
ッ
素
洗

口
を
導
入
し
て
い
な
い
地
域

に
は
、
行
政
か
ら
の
圧
力
が

か
か
っ
て
い
る
実
態
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
健
康
診
断
結

果
を
目
的
外
使
用
さ
せ
ず
、

保
護
者
を
巻
き
込
ん
だ
諦
め

な
い
た
た
か
い
を
進
め
、
地

域
に
情
報
を
発
信
し
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
学
力
向
上

プ
ラ
ン
事
業
で
あ
る
「
通
学

合
宿
」
に
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
の
疲
労
に
よ
る
体
調
不

良
の
問
題
や
組
織
拡
大
の
た

め
に
新
採
用
者
や
未
組
織
者

へ
の
具
体
的
な
と
り
く
み
の

成
果
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

各
支
部
か
ら
の
討
論
全
般

で
子
ど
も
た
ち
の
人
権
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
、
健
康
を
守
り
、

仲
間
の
つ
な
が
り
を
強
め
る

こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認

し
、
二
号
議
案
・
二
号
議
案

（
選
挙
管
理
委
員
会
）
　
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

－
蚕
認
萎
鼻
会
い

季
節
外
領
の
雨
が
降
る
十

二
月
二
十
廿
日
（
火
）
十
一

時
よ
り
、
二
〇
二
二
年
度
北

教
組
事
務
職
員
部
要
員
会
が

北
海
道
教
育
会
館
四
階
大
樹

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

端
副
部
長
の
開
会
宣
言
、

緑
の
山
河
斉
唱
の
後
、
林
中

央
執
行
委
員
長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
千
葉
事
務
職

員
部
長
の
■
挨
拶
の
後
、
来
賓

の
渡
辺
春
彦
日
教
組
事
務
職

員
部
長
、
佐
々
木
恵
美
子
・

市
橋
修
治
道
議
か
ら
連
帯
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
斎
藤
幸
子
芽
室
町
議
、

佐
藤
武
志
中
標
津
町
議
、
榎

本
基
音
更
町
議
か
ら
連
帯
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま

した。午
前
中
は
、
千
葉
部
長
よ

り
経
過
報
告
の
後
、
第
l
号

議
案
「
当
面
の
闘
争
推
進
に

関
す
る
件
に
つ
い
て
」
　
の
提

案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
一

号
議
案
に
つ
い
て
は
一
二
支

部
の
代
議
員
か
ら
主
幹
制

度
・
加
配
に
関
す
る
問
題
・

義
教
糞
全
道
集
会
・
校
外
研

修
権
、
義
教
費
の
政
令
市
へ

の
税
源
移
譲
問
題
、
年
末
賃

金
闘
争
等
に
関
す
る
質
疑
を

受
け
昼
食
休
憩
と
な
り
ま
し

た。

午
後
は
、
第
l
号
譲
案
の

質
疑
応
答
の
後
、
十
勝
・
帯

広
市
・
日
高
の
三
支
部
が
教

育
予
算
拡
充
・
主
幹
制
度
●

組
織
強
化
拡
大
・
特
定
秘
密

保
護
法
等
に
つ
い
て
討
論
が

行
わ
れ
、
第
一
号
議
案
は
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
号
議
案
で
は
、
後
志

支
部
か
ら
「
学
校
事
務
職
員

の
賃
金
善
を
求
め
る
決
議
」

が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
三
号

議
案
で
は
、
執
行
部
か
ら

「
二
〇
一
四
・
一
五
年
度
日

教
組
事
務
職
員
部
長
（
日
教

組
中
央
執
行
委
員
）
推
薦
に

か
か
わ
る
件
」
　
が
提
案
さ

れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
後
の

闘
い
に
む
け
た
強
い
意
思
を

確
認
し
、
千
葉
部
長
に
よ
る

「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
ー
・
」
、

中
島
副
部
長
に
よ
る
閉
会
宣

言
で
委
員
会
を
終
了
し
ま
し

た。

㊨
稟
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
か
．
ら
の
陳
列
を

重
篇
な
副
反
応
の
実
態
が

明
ら
か
に
な
っ
た
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
　
（
H
P
V

ワ
ク
チ
ン
）
接
種
を
定
期
接

種
か
ら
外
す
こ
と
な
ど
を
求

め
て
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ

ク
チ
ン
を
考
え
る
会
」
（
白
倉

汎
子
代
表
）
　
は
十
二
月
二
十

日
、
道
議
会
に
て
北
海
道
保

健
福
祉
部
と
北
海
道
教
育
憂

員
会
に
三
回
日
と
な
る
要
請

を
行
い
ま
し
た
。
同
会
は
北

教
組
組
合
員
や
母
親
、
医
療

関
係
者
、
女
性
団
体
な
ど
の

有
志
に
よ
る
団
体
。
要
請
に

は
北
政
連
の
市
橋
修
治
道
議

が
立
ち
会
い
ま
し
た
。
（
写
真
）

要
請
は
①
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
定
期
接
種
か

ら
外
す
よ
う
厚
労
省
に
要
請

し
、
道
内
市
町
村
に
対
し
て

中
止
を
指
導
す
る
こ
と
②
学

校
に
お
け
る
予
防
接
種
の
扱

い
を
検
証
し
接
種
に
よ
っ
て

体
調
不
良
を
訴
え
る
子
ど
も

に
は
状
況
回
復
を
最
優
先
す

る
こ
と
、
を
求
め
る
も
の
。

道
は
「
国
が
定
期
接
種
と
の

取
り
扱
い
を
変
え
て
お
ら

ず
、
責
任
主
体
は
市
町
村
に

あ
る
の
で
道
は
判
断
す
る
立

場
に
な
い
」
な
ど
と
こ
れ
ま

で
と
同
様
の
対
応
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
。

一
し
ぎ
つ
野
鼠
賢
哲
警
署

十
二
月
六
日
（
金
）
　
に
行

わ
れ
た
「
し
ょ
う
が
い
児
学

校
部
委
員
会
」
　
で
は
、
ま
ず

「
特
定
秘
密
保
護
法
」
　
の
国

会
前
座
り
込
み
や
各
地
で
行

わ
れ
た
デ
モ
な
ど
の
情
勢
報

告
と
今
後
も
最
大
限
の
と
り

く
み
を
す
る
と
の
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
し
ょ
う
が
い
児
学

校
部
長
よ
り
議
案
の
提
案
が

あ
り
、
「
国
連
障
害
者
の
権
利

条
約
」
が
い
よ
い
よ
批
准
と

な
り
、
「
差
別
解
消
法
」
の
「
合

理
的
配
慮
」
や
「
差
別
事
例
」

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
と
り
く
む

こ
と
、
「
学
校
教
育
法
施
行
令
」

の
改
正
に
よ
る
就
学
シ
ス
テ

ム
変
更
に
よ
り
「
保
護
者
の

意
向
に
つ
い
て
は
可
能
な
限

り
そ
の
意
向
を
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
九

月
一
日
付
の
文
科
省
通
知
を

周
知
し
、
共
生
・
共
学
の
運

動
方
針
に
則
り
、
と
り
く
み

を
強
化
す
る
こ
と
な
ど
が
提

案
さ
れ
承
認
ざ
れ
ま
し
た
。
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う由孝励活動

し、上達’．三千・二二や

二二三

憲

辺
野
古
・
オ
ス
プ
レ

■
第
4
次
日
退
教
沖
縄
交
流
団
、

瓢
訂
α
軒
で
星
榔
蟄

去
を
叫
ぶ
（
普
天
間
）
一

に
　
　
十
一
月
二
十
五
二
一
十
六

－
日
に
行
わ
れ
た
こ
の
交
流
に

〕
　
豪
雨
の
申
、
普
天
間
基
地

余
裕
あ
る
教
育
活
動
こ
そ
…
－
・

（
小
樽
）
原
　
　
　
幸
　
男
き
ん

四
月
か
ら
再
任
用
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。
以
前
よ
り
も
時
間
に
も
気
持
ち
に
も

余
裕
が
で
き
て
き
ま
し
た
。
積
ん
で
お
く
だ
け
だ
っ
た
本
も
読
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
趣
味
も
色
々
と
広
げ
て
い
け
そ
つ
で
す
。
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
と
も
ゆ

っ
た
り
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
時
間
に
も
気
持
ち
に
も
余
裕
が
あ
る
中
で
の
教
育

活
動
こ
そ
が
大
串
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
薮
青
の
場
か
ら
、
ま
す
ま
す
〝
余

裕
〟
が
無
く
な
っ
て
い
か
な
い
よ
う
に
微
力
を
尽
く
し
た
い
も
凪
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

（
石
狩
）
　
千
　
葉
　
磨
理
子
さ
ん

多
く
の
市
民
が
反
対
を
叫
ぶ
中
、
「
秘
密
保
護
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
「
国
家

安
全
保
障
会
議
設
違
法
」
も
成
立
し
、
次
は
、
集
団
的
自
衛
権
・
共
謀
罪
か
。
安

倍
政
権
は
、
着
々
と
戦
争
の
で
き
る
国
づ
く
り
へ
と
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。
教
育

で
は
、
愛
国
心
教
育
に
よ
り
、
「
国
家
を
第
一
と
す
る
気
概
」
を
持
つ
青
少
年
を
育

成
す
る
内
容
に
変
え
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
『
教
え
子
を
再
び
戦
場
に
送
る
な
』
子

ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、
ュ
≡
そ
、
こ
の
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
あ
き
b
め
ず

に
闘
い
続
け
な
け
れ
ば
と
の
思
い
を
新
た
に
し
だ
新
年
と
な
り
ま
し
た
。

道
し
る
べ
に

（
網
走
）
原
　
田
　
敏
　
博
せ
ん

利
尻
島
の
鬼
脇
中
分
会
を
振
り
出
し
に
七
分
会
（
内
一
つ
は
網
走
支
部
事
務
所

分
会
ヱ
で
北
教
組
と
と
も
に
。
の
ど
か
な
学
校
風
景
は
、
ま
き
に
昔
日
の
感
。

通
報
制
度
・
服
務
調
査
に
よ
る
監
視
と
菅
琶
評
価
制
度
・
査
定
給
に
よ
る
差
別

と
分
断
、
学
テ
に
よ
る
競
争
と
ラ
ン
ク
づ
け
、
子
ど
も
も
教
職
員
も
へ
と
へ
と
。

け
れ
ど
、
必
ず
や
教
育
と
職
場
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
道
し

る
べ
が
北
教
組
、
支
え
る
の
が
北
退
教
。
四
月
か
ら
再
任
用
で
勤
務
し
て
．
い
ま
す
。

も
っ
か
、
北
教
組
組
合
長
と
北
退
徴
金
鼻
。
≒
し
ば
ら
く
自
ら
に
現
退
一
致
を
課

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

民
主
教
育
を
守
ろ
う
！

（
帯
広
）
遠
　
藤
　
妙
　
子
せ
ん

北
退
教
に
入
会
す
る
こ
と
は
、
現
職
時
代
退
教
の
強
い
支
え
を
感
じ
て
い
た
の

で
自
分
も
入
会
し
よ
う
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
人
手
不
足
な
の
で
事
務
局
に
入
っ

て
ほ
し
い
と
の
誘
い
に
雑
務
的
な
仕
事
な
ら
と
引
き
受
け
ま
し
た
。
先
日
、
私
の

歓
迎
会
と
仲
間
の
快
気
祝
い
を
兼
ね
温
泉
一
泊
の
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
久
し
振

り
に
仲
間
と
の
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
退
教
主
催
の
（
月
一
定
例
）
「
ス
ト
ッ
プ
L
改
憲
」
懇
常
会
で
学

習
を
深
め
、
民
主
教
育
を
守
る
活
動
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
不
穏
な
気
配
＝
平
和
を
願
う
＝

（
札
幌
）
境
　
　
　
萱
　
代
き
ん

気
付
け
ば
、
八
十
八
歳
に
も
。
こ
の
平
和
な
時
代
が
続
い
て
き
た
か
ら
だ
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
思
え
ば
私
達
が
生
き
て
き
た
時
代
は
戦
中
戦
後
の
激
動
の
時

代
で
し
た
。
物
不
足
と
極
端
な
食
糧
難
に
喘
ぐ
悲
惨
な
暮
ら
し
で
青
春
な
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
ま
た
時
の
流
れ
と
共
に
見
え
て
き
た
変
化
が
。
自

衛
の
域
を
越
え
て
も
や
む
を
得
な
い
と
す
る
等
の
不
穏
な
気
配
が
。
あ
の
時
代
に

戻
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
心
か
ら
平
和
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
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北退教（北海道退職

教職員連絡協議会）は、

24の退教の連絡組織

で会員は約7，000人、

全国一の会員数です。

また日退教（日本退職

教職員協議会）に加入

し全国6万人の仲間と

要求実現のため協力し

ています。

今から40年前の1974年、退職教職員の福利厚生と経済的、

社会的、政治的地位をたかめるためにつくられました。

退職者が安心して暮らせるよう重量や墜塁、全

室、整型、そして次世代のためにも整宣・空塾・
脱原発などに葦責極的にとり＜んでいます。

誕生カードのプレ

望⊇上、塑主上ユニ
クコルフ等のレク

リエーション、‾塗

潰会・学習会、サー

クル活動、墾墾会、

相談活動等で交流

を深めています。

その他、教職員共

済や互助会の利
用、会員が亡くな

られた時のご相談

にも応じるなど、

いざという時にも

たよりになる組織

です。

〔〕

（2）入会の手続きは？

いつでも入会できます。下欄の入会申込書に記入し、居

住する退教、又は北教組各支部へお送り下さい。なあ、

退職時に教職員共済から退職見舞金請求用紙がきますの

で、北退教入会申込書も一緒に入れて送っていただいて

もようしいです。

L－1・・・　切　　　　取　　　　線

北退教入会申込書
退職教職員協議会

く入会希望の地域退教脇名（上の地図参照）を記入してください。〉　　　　　20　　　年

ふりがな � �配 偶 者 �ふりがな � 

入会者 �⑳苧 　女 ��入会者 �男 
氏　名 ���氏　名 �女 

生年月日 �年　　　月　　　日 ��生年月日 �年　　　月　　　日 

住　所 �〒□□ローロロロロ　電話（　） 

退職 学校名 � �退職年月日 ���20　　年　　　月　　　日 

備　　　考 ��� 

北教組と1

イラスト　酒井芳筏さん（札退教）

凝婆萄野師タ…
工
誕
生
カ
ー
ド
は
今
年
で
三
十
一
年
続
き
、
七
十
七
歳
以
上
（
今

年
は
四
千
人
、
会
見
の
約
半
数
）
の
会
員
に
送
っ
て
い
ま
す
。
「
カ
ー

ド
を
み
る
度
に
心
の
糧
と
し
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
等
、
毎
回

た
く
さ
ん
の
お
礼
の
ハ
ガ
キ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

華
漬
澤
漂
悉

√

ト

　

・

　

　

・

．

ノ

掻
東
漸
皆

…
甘
∴
㍉
　
了
二
二
■
‖

「
歳
月
人
を
待
た
ず
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
激
動
の
昭
和
も
過
ぎ
、
米
寿
を
迎
え

ま
し
た
。

私
は
、
旧
足
寄
村
に
生
ま
れ
、
螺
湾
の
近
く
で
少
年
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。

当
時
は
戦
時
体
制
下
で
、
十
九
歳
で
現
役
兵
と
し
て
入
墜
戦
後
、
先
堂
の
勧

め
で
教
職
を
目
ざ
し
、
標
茶
町
で
教
職
の
道
を
歩
み
は
じ
め
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら

三
十
八
年
間
、
釧
路
管
内
六
町
村
八
校
で
勤
務
、
ゆ
と
り
と
充
実
の
教
育
等
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
右
Ⅵ
中
で
薫
も
や
り
甲
斐
を
感
じ
た
の
は
、
へ
き
地
に
於
け
る

複
式
教
育
の
実
践
で
し
た
イ や

り
が
い
感
じ
た
へ
き
地
教
育

（
釧
路
）
荻
　
原
　
政
　
英
き
ん

秋
風
吹
く
頃
、
私
は
八
十
八
歳
、
家
族
の
支
え
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
長
い
教

鼻
生
活
で
一
番
心
に
残
っ
て
い
る
事
は
、
勤
め
て
す
ぐ
の
学
壷
疎
開
で
す
。
山
琴

海
革
集
め
に
奔
走
す
る
中
、
全
鼻
廊
下
に
集
合
、
流
れ
る
玉
音
放
送
、
敗
戦
を
知

り
ま
し
た
。
子
供
達
を
安
心
さ
せ
無
事
家
に
帰
し
ま
し
た
。
お
腹
を
空
か
せ
親
兄

弟
に
会
え
な
い
悲
し
み
の
涙
を
も
う
決
し
て
流
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
今
私
は
、

毎
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
と
、
教
え
子
達
八
十
歳
を
頑
に
多
く
の
手
紙
が
な
成
よ
り
の

楽
し
み
で
す
。

シ
ベ
リ
ヤ
抑
留
体
験
の
尖
も
天
国
よ
り
私
達
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
で
し
ょ

う。

流
さ
せ
ま
い
悲
し
み
の
涙

（
函
撃
大
　
野
　
房
　
子
き
ん

く
大
連
港
や
金
州
で
の
作
美
に
従
事
（
後
半
は
白
票
日
休
業
）
。
昭
和
二
十
二
年
三

月
末
、
佐
世
保
に
上
陸
、
無
事
帰
還
し
た
。
そ
の
後
、
中
学
教
員
と
し
て
採
用
さ

れ
定
年
退
職
（
そ
の
後
私
学
に
九
年
）
。
い
ま
健
康
維
持
の
為
泳
い
で
い
る
。
二
、

三
の
病
い
で
手
術
し
た
た
め
泳
力
が
衰
え
た
が
未
だ
泳
い
で
い
る
。

最
近
の
政
治
状
況
は
、
全
ぐ
嘆
か
わ
し
く
、
轟
に
悪
法
改
悪
の
禁
固
が
見
え
が

く
れ
す
る
の
は
、
も
っ
て
の
ほ
か
。
な
ん
と
し
て
も
踵
止
せ
ね
ば
と
思
う
今
日
此

頃
で
あ
る
。
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車

口頭弁論後の総括集会であいさつする世取山教授

「日の君」道人事季長会事案

道教委は、10年度卒業式由「君
が代」斉唱時に起立しなかった日

高管内小学校教員の北薮組組合員
に対して、「隙務命令違反〕＿であ

るとして、前年度の不起立による
「訓戒措置」を勘案して「戒告」
とし、さらに11年度入学式の不

起立に対して＿「lか月間10分の
1の減勘考襲申しました。声恒
らは、「処分」により、教育の＿自二

由と教職員の思想ミ良心の自由を
侵害し、ひいては子どもたちの思

想・良心の形成を阻害する行為で
．断じて容認出来ないやのです。＿こ

う七だことから北教組は、両「処■
分」の取り消しを求めて人事委員

会に審査請求しました。

第9回口頭弁論後に開かれた結審集会

1「30賃闘ストライキ処分

取請請求事件

輩教組は二道教義のい30貨脚
ネ上参加者全員処分に対して、処
分め取り消しを車軸と庖道人事委
員会ば審査請求レまし薫。しかし
北海畝事妻鼻今野道教委の処分
を1「承認する」としたちとから；・

北勢蕗は昨年3本北竜組組合員
76名が原告となり∴姓分の取り

消しを求めて札幌地裁に提訴しま
した∴

過
酷
な
状
況
続
く
被
災
地
の
学
校

福
島
の
教
昌
・
鎌
田
美
津
枝
さ
ん
が
講
演

参
院
本
会
議
で
特
定
秘
密

保
護
法
が
強
行
採
決
、
可
決

さ
れ
た
翌
日
の
十
二
月
七

日
、
「
反
核
・
軍
縮
・
地
球
を

守
る
女
た
ち
の
集
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
鎌
田
美
津
枝
さ
ん

を
迎
え
、
「
原
発
事
故
　
福
島

か
ら
の
報
告
」
を
題
に
講
演

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鎌
田
さ
ん
は
震
災
当
時
、
福

島
県
楢
葉
町
で
小
学
校
教
員

を
さ
れ
て
い
た
方
で
す
。
震

災
か
ら
一
〇
〇
〇
日
以
上
が

経
過
し
た
今
も
な
お
、
福
島

県
で
は
多
く
の
学
校
が
教
育

禁
止
区
域
に
な
っ
て
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
先
で
の
教

育
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
散
ら
ば
っ
て
し
ま
っ
た

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
へ
十

分
な
対
応
を
し
て
あ
げ
ら
れ

な
い
悔
し
さ
、
県
や
国
と
し

て
満
足
な
対
策
が
さ
れ
な
い

現
状
へ
の
怒
り
、
教
職
員
の

遠
距
離
通
勤
や
年
度
途
中
の

異
動
な
ど
の
過
酷
な
勤
務
状

況
な
ど
、
聞
い
て
い
る
だ
け

で
胸
を
締
め
付
け
ら
れ
る
よ

う
な
内
容
で
し
た
。

講
演
に
続
い
て
、
北
広
島

支
会
衆
部
小
分
会
の
中
原
直

彦
さ
ん
に
よ
る
歌
声
「
転
校

し
て
っ
た
ミ
ヨ
ち
ゃ
ん
二
〇

一
二
を
披
露
し
て
い
た
だ

い
た
後
、
食
と
農
で
ま
ち
づ

く
り
の
会
（
ニ
セ
コ
町
）
代

表
の
秋
元
昌
子
さ
ん
か
ら

「
私
が
描
く
持
続
可
能
な
社

会
～
泊
原
発
を
め
ぐ
る
と
り

く
み
か
ら
考
え
る
」
、
平
和
運

動
フ
ォ
ー
ラ
ム
幌
延
現
地
監

視
委
員
会
特
別
監
視
員
の
本

田
正
さ
ん
か
ら
「
幌
延
の
現

状
」
を
報
告
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
二
人
と
も
そ
れ
ぞ

れ
の
町
で
精
力
的
に
活
動
さ

れ
て
い
る
方
々
で
す
が
、
み

ん
な
が
微
力
で
も
行
動
す
る

こ
と
で
少
な
か
ら
ず
成
果
は

あ
る
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来

の
た
め
に
、
微
力
で
も
行
動

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
、
力
強
く
伝
わ
っ
て
く
る

お
二
人
の
報
告
で
し
た
。
参

加
者
か
ら
も
賛
同
・
連
帯
の

意
見
が
多
く
出
言
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
「
原
発
の
な
い

北
海
道
の
実
現
を
求
め
る

『
全
道
一
〇
〇
万
人
』
署
名

を
は
じ
め
、
各
地
域
に
根
ざ

し
た
反
核
・
軍
縮
・
反
原
発

の
運
動
を
、
今
後
も
粘
り
強

く
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

（
女
性
部
副
部
長金

子
　
仁
美
）

「
日
の
君
」
道
人
事
委
員
会
事
案

新
潟
大
・
世
取
山
洋
介
准
教
授
が
証
言

国
家
の
干
渉
か
ら
子
ど
も
を
保
護

第
四
回
口
頭
審
理
が
十
二

月
十
六
日
、
道
庁
別
館
の
研

修
室
で
行
わ
れ
、
北
数
組
側

の
証
人
と
し
て
新
潟
大
学
数

育
学
部
の
世
取
山
洋
介
准
教

按
が
証
言
し
ま
し
た
。
世
取

山
准
教
授
は
「
教
師
の
自
由

な
教
育
活
動
が
、
子
ど
も
の

十
一
月
十
四
日
（
木
）
十

五
日
（
金
）
　
の
二
日
間
、
日

本
教
育
会
館
に
お
い
て
、
第

二
十
回
教
育
相
談
全
国
集
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
は

北
海
道
、
南
は
九
州
各
地
か

ら
四
十
八
名
の
相
談
員
・
現

職
教
員
が
参
加
し
、
集
会
が

進
行
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
、
小
西

清
l
館
長
の
歓
迎
の
挨
拶
が

あ
り
、
続
い
て
、
山
下
英
三

郎
氏
の
「
ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
＝
教
育
と

福
祉
の
連
携
に
よ
る
子
ど
も

支
援
＝
」
　
の
講
演
が
あ
り
ま

した。
工
関
係
の
希
薄

講
演
で
は
、
今
の
子
ど
も

が
置
か
れ
て
い
る
現
状
に
つ

い
て
の
お
話
が
あ
り
、
情
報

化
二
一
極
化
・
無
緑
化
の
観

点
で
状
況
の
詳
し
い
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
無
緑

化
の
お
話
の
な
か
で
、
子
ど

も
た
ち
の
問
で
関
係
の
希
帝

化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
と

い
う
お
話
は
印
象
に
残
り
ま

した。子
ど
も
た
ち
が
直
面
し
て

い
る
問
題
に
、
ス
ク
ー
ル
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
（
S

S
W
r
）
が
社
会
福
祉
と
い

う
立
場
で
か
か
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
益
々
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
と
問
題
捷
起
さ
れ

ま
し
た
。

従
来
の
対
応
は
、
お
と
な

の
枠
組
み
を
押
し
付
け
る
こ

と
が
多
く
、
子
ど
も
の
ニ
ー

ズ
と
の
問
に
ズ
レ
を
生
み
出

し
て
い
た
。

ま
た
、
問
題
を
個
人
に
還

元
し
て
し
ま
い
、
社
会
的
背
景

を
無
視
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

⊥
潜
在
力
に
焦
点
を

最
近
は
、
人
間
尊
重
・
可

能
性
追
及
を
基
本
姿
勢
に
し

な
が
ら
、
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な

視
点
を
重
視
し
て
い
る
。

※
エ
コ
ロ
ジ
ー
‥
学
校
・

家
庭
・
地
域
な
ど
、
子
ど
も

を
取
り
囲
む
環
境

問
題
を
問
題
と
し
て
取
り

上
げ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

中
に
あ
る
潜
在
力
に
焦
点
を

あ
て
、
そ
れ
ら
を
発
揮
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
行
動
に
は

す
べ
て
意
味
が
あ
り
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
に
み
え
る
行
動
に
も
、

そ
の
手
を
理
解
す
る
大
き
な

要
因
が
潜
ん
で
い
る
。
あ
く

ま
で
も
、
子
ど
も
の
側
か
ら

物
事
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
力
説
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
（
教
員
）
が

子
ど
も
の
問
題
を
抱
え
込
む

の
は
最
悪
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、

現
代
社
会
の
複
雑
化
を
考
え

る
と
、
お
こ
る
問
題
も
複
雑

に
な
っ
て
い
る
。
専
門
性
の

あ
る
人
た
ち
と
か
か
わ
り
を

も
ち
、
多
様
な
サ
ポ
ー
ト
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
学
校
現
場
の
負
担

軽
減
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
外
部

と
の
連
携
に
は
、
様
々
な
問
題

が
あ
る
。
情
報
の
共
有
化
・
組

織
・
問
題
の
丸
投
げ
・
限
界
の

設
定
な
ど
、
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
問
題
が
山
積
し

て
い
る
の
も
現
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
ス
ク
ー
ル
・
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
配
置

の
意
義
は
、
子
ど
も
代
弁
者

の
観
点
か
ら
学
校
と
外
部
を

つ
な
ぐ
役
割
が
機
能
す
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
学
校
の
活
性

化
と
安
心
・
安
全
の
場
の
確

保
に
寄
与
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
話
を
結
び
ま
し
た
。

■
地
域
の
問
題
を
交
流

グ
ル
ー
プ
デ
ス
カ
シ
ョ
ン

で
は
、
名
古
屋
・
山
形
・
宮

崎
・
大
分
・
東
京
の
グ
ル
ー

プ
で
、
地
域
で
抱
え
て
い
る

S
S
W
r
と
の
連
携
に
つ
い

て
も
、
も
っ
と
研
修
し
な
け

れ
ば
と
痛
感
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
山
下
先
生
が

提
示
し
た
事
例
題
材
を
も
と

に
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

実
施
し
ま
し
た
。
文
面
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
状
況
を
想
定
し
、

事
例
に
隠
さ
れ
た
裏
側
を
推

測
し
な
が
ら
検
討
す
る
と
い

問
題
を
交
流
し
ま
し
た
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
S
S
W
r

に
つ
い
て
」
　
で
し
た
が
、
相

談
員
自
身
ス
ク
ー
ル
・
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
自
体
に
関
わ
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

わ
か
ら
な
い
部
分
が
多
く
、

う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
と
て

も
難
し
く
、
結
論
を
出
せ
な

い
ま
ま
終
了
し
て
し
ま
っ
た
。

分
散
会
は
教
育
相
談
室
の

充
実
と
関
連
機
関
と
の
連
携

を
柱
に
二
分
科
会
・
四
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
ま
し
た
。
「
教

育
相
談
室
の
充
実
」
の
分
散

会
で
は
、
実
践
し
て
い
る
こ

と
を
交
流
し
ま
し
た
。
相
談

は
や
は
り
傾
聴
、
じ
っ
く
り

聞
く
し
か
な
い
と
い
う
髄
論

に
至
り
ま
し
た
。
ま
た
、
相

談
者
と
の
話
は
長
く
と
も
五

十
分
程
度
す
る
の
が
双
方
の

限
界
で
は
な
い
か
、
相
談
者

が
不
快
な
思
い
を
し
な
い
た

め
に
、
ど
う
打
ち
切
る
か
と

い
う
こ
と
も
話
題
に
な
り
ま

した。北
海
道
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
月
一
回
事
務
局
会
議
を

開
催
し
、
相
談
事
例
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
を
も
っ
て
お

り
、
協
力
者
と
の
意
見
交
換

の
場
も
年
二
回
持
っ
て
い
る

こ
と
も
報
告
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
体
制
を
と
っ
て
い

る
地
区
は
な
い
よ
う
で
す
。

全
国
の
相
談
員
と
交
流
し
、

新
た
な
発
見
が
あ
り
、
相
談
員

と
し
て
向
上
す
る
た
め
に
示

唆
を
た
く
さ
ん
受
け
ま
し
た
。

今
後
の
相
談
活
動
に
活
か

し
、
傾
聴
を
モ
ッ
ト
ー
に
相

談
者
と
向
き
合
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
い
た
関
係
者
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

自
律
的
な
良
心
の
形
成
を
国

家
に
よ
る
干
渉
か
ら
保
護
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
本
件

職
務
命
令
お
よ
び
戒
告
処
分

は
い
ず
れ
も
違
法
と
さ
れ
る

べ
き
」
「
ど
ん
な
に
議
論
を

後
退
さ
せ
て
も
、
不
起
立
・

不
斉
唱
行
為
の
教
育
活
動
と
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し
て
の
本
質
、
す
な
わ
ち
、

そ
れ
が
子
ど
も
の
良
心
の
形

成
を
助
長
す
る
も
の
と
な
る

と
い
う
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

訓
告
処
分
は
職
権
濫
用
と
な

り
、
違
法
と
さ
れ
る
べ
き
」

な
ど
と
主
張
し
ま
し
た
。

「
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二
二
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賃
聞
ス
ト
ラ
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キ
札
幌
地
裁
事
件

北
教
組
弁
護
団
が
最
終
準
備
書
面
の

要
旨
を
陳
述
し
ー
」
結
審
ノ

第
九
回
口
頭
弁
論
が
十
二

月
二
十
四
日
、
札
幌
地
裁
で

聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は

北
教
組
弁
護
団
が
最
終
準
備

書
面
の
要
旨
を
口
頭
で
陳
述

し
、
裁
判
が
結
審
し
ま
し
た
。

最
終
準
備
書
面
で
北
教
組

弁
護
団
は
「
一
二
二
〇
ス
ト

の
原
因
は
、
道
・
道
教
秦
が

地
公
法
の
定
め
に
違
反
し
て

人
勧
制
度
を
無
視
・
否
定
す

る
誠
実
交
渉
義
務
を
果
た
さ

な
か
っ
た
こ
と
、
交
渉
を
打

ち
切
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

行
政
当
局
の
法
令

■
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と
を
意
味
す
る
」
な
ど
と
あ

ら
た
め
て
指
摘
、
「
道
教
垂

は
、
地
公
法
三
十
七
条
一
項

違
反
に
薄
口
し
て
、
北
教
組

の
組
織
弱
体
化
を
意
図
し
て

三
十
分
以
上
ス
ト
参
加
者
全

員
を
敢
え
て
処
分
し
た
も
の

と
推
記
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
地
公
法
五
十
六
条
の
趣

旨
に
反
し
、
『
社
会
観
念
上
著

し
く
妥
当
を
欠
く
場
合
』
に

当
た
り
、
懲
戒
権
の
濫
用
で

あ
る
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

遵
守
義
務
違
反
に

あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
道
教
要
が
北

教
組
組
合
員
に
対

し
て
地
公
法
三
十

七
条
一
項
違
反
の

責
任
を
問
う
前
提

を
欠
い
て
い
る
こ


